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同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
本
市
出

身
で
明
治
期
の
日
本
経
済
の
立
役

者
で
あ
る
松
本
重
太
郎
翁
の
没
後

１
０
０
年
、
生
誕
１
７
０
年
を
節

目
に
本
市
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
開
会
に
際
し
中
山
市
長
は
「
京

丹
後
の
地
方
創
生
を
展
望
す
る
う

え
で
、
松
本
翁
の
業
績
と
精
神
に

立
ち
返
っ
て
温
め
直
す
こ
と
が
重

要
だ
。
ま
た
、
北
近
畿
の
交
通
ア

ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
発
展
し
、
北

近
畿
新
時
代
と
も
い
え
る
丹
後
と

大
都
市
圏
と
の
社
会
的
経
済
的
な

大
交
流
が
始
ま
る
。
丹
後
と
大
阪

に
深
い
縁
の
あ
る
松
本
翁
を
顕
彰

す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
結
節
点
に

　

松
本
翁
は
、
大
阪
に
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
て

や
っ
て
き
た
。
人
材
輩
出
力

の
あ
る
地
方
と
、
人
材
を
育

成
す
る
都
会
と
の
連
携
で
大

阪
の
基
盤
が
築
か
れ
た
こ
と

を
改
め
て
認
識
し
た
。
成
長

戦
略
で
あ
る
地
方
創
生
を
実

行
す
る
に
際
し
て
、
大
変
参

考
に
な
る
例
だ
。

地方創生実行の良い例に

大阪商工会議所　会頭
京阪電気鉄道（株）最高顧問

佐藤　茂雄　氏

大阪国際フォーラム　会長
萩尾　千里　氏

天
保
15
（
１
８
４
４
）
年

　

10
月
５
日
（
和
暦
）、
間
人
の
農
家
松

　

岡
亀
右
衛
門
の
次
男
と
し
て
誕
生
。

嘉
永
６
（
１
８
５
３
）
年　

10
歳

　

単
身
で
京
都
の
呉
服
商
へ
丁
稚
奉
公
。

明
治
元
（
１
８
６
８
）
年　

25
歳

　

独
立
。
松
本
重
太
郎
に
改
名
。

明
治
３
（
１
８
７
０
）
年　

27
歳

　

大
阪
で
洋
反
物
雑
貨
商
・
丹
重
を
創
業
。

明
治
10
（
１
８
７
７
）
年　

34
歳

　

西
南
戦
争
の
軍
需
景
気
を
見
越
し
て

　

軍
用
品
を
買
い
占
め
、
こ
れ
ら
の
販

　

売
に
よ
り
巨
利
を
得
る
。

明
治
11
（
１
８
７
８
）
年　

35
歳

　

第
百
三
十
国
立
銀
行
（
現
・
み
ず
ほ

　

銀
行
）
を
創
立
。
明
治
13
年
に
頭
取

　

就
任
。

明
治
15
（
１
８
８
２
）
年　

39
歳

　

大
阪
紡
績
会
社
（
現
・
東
洋
紡
）
を

　

創
立
し
、
取
締
役
に
就
任
。

明
治
17
（
１
８
８
４
）
年　

41
歳

　

日
本
で
初
と
な
る
私
設
鉄
道
阪
堺
鉄

　

道
株
式
会
社
（
現
・
南
海
電
鉄
）
を

　

創
立
し
、
社
長
に
就
任
。

明
治
18
（
１
８
８
５
）
年　

42
歳

　

間
人
学
校
の
建
築
費
と
し
て
８
０
０

　

円
を
寄
附
し
た
こ
と
に
よ
り
、
賞
勲

　

局
か
ら
銀
杯
を
授
か
る
。

明
治
20
（
１
８
８
７
）
年　

44
歳

　

大
阪
麦
酒
株
式
会
社
（
現
・
ア
サ
ヒ

　

ビ
ー
ル
）を
創
立
し
、相
談
役
に
就
任
。

明
治
21
（
１
８
８
８
）
年　

45
歳

　

山
陽
鉄
道
会
社（
現
・Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
）

　

を
創
立
し
、
検
査
役
に
就
任
。
明
治

　

25
年
に
社
長
就
任
。

　

大
阪
毎
日
新
聞
社
（
現
・
毎
日
新
聞

　

社
）
を
創
立
。
明
治
37
年
に
相
談
役

　

就
任
。

明
治
29
（
１
８
９
６
）
年　

53
歳

　

大
阪
府
第
二
区
選
出
の
衆
議
院
議
員

　

に
当
選
。

明
治
35
（
１
９
０
２
）
年　

59
歳

　

大
阪
瓦
斯
（
現
・
大
阪
ガ
ス
）
監
査

　

役
就
任
。

大
正
２
（
１
９
１
３
）
年　

70
歳

　

６
月
20
日
、
永
眠
。

　毎日新聞社編集局次長の小笠原敦子氏（写真左）がコー
ディネーターを務め、「北近畿の新たな可能性と関西経済の
発展」をテーマに、パネラーたちが熱い議論を交わしました。

　

私
た
ち
は
、
一
昨
年
、
松

本
重
太
郎
１
０
０
年
ｐ
ｒ
ｏ

ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
実
行
委
員
会
（
東

和
彦
代
表
）
を
立
ち
上
げ
、

松
本
翁
を
顕
彰
し
、
昨
年
か

ら
は
重
太
郎
翁
の
生
誕
祭
を

開
き
、
翁
の
偉
業
を
語
り
継

ご
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
間
人
に
あ
る
松

本
翁
の
墓
石
を
掃
除
し
た

り
、
間
人
小
学
校
に
あ
る
翁

の
石
像
の
横
に
、
小
学
校
の

建
築
資
金
寄
贈
に
感
謝
す
る

石
碑
の
台
座
を
新
調
し
た
り

し
ま
し
た
。
ま
た
、
松
本
翁

の
功
績
を
た
ど
る
ツ
ア
ー
を

企
画
し
、
松
本
翁
に
ゆ
か
り

の
あ
る「
大
和
屋
」や
高
野
山・

常
喜
院
を
訪
れ
、
偉
業
を
し

の
び
ま
し
た
。

　
今
後
は
、子
ど
も
向
け
の「
語

り
部
」
を
行
っ
て
功
績
を
語
り

継
い
だ
り
、
定
期
的
な
講
演
会

を
計
画
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
地
域
に
根
差

し
た
題
材
で
紙
芝
居
を
作

成
し
、
地
元
で
上
演
す
る
グ

ル
ー
プ
「
シ
ア
タ
ー
か
た
つ

む
り
」（
糸
井
喜
久
枝
代
表
）

で
す
。
昨
年
の
７
月
か
ら
、

松
本
重
太
郎
の
生
涯
を
描
い

た
紙
芝
居
を
上
演
し
て
い
ま

す
。
紙
芝
居
は
、
メ
ン
バ
ー

３
人
が
７
カ
月
掛
け
て
文
献

を
読
み
込
み
、
絵
を
描
い
て

作
っ
た
も
の
で
す
。

　

松
本
翁
は
、
自
分
よ
り
も

公
共
の
利
益
を
考
え
、
私
財

も
全
て
投
げ
打
っ
た
潔
い
人

で
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
郷

土
の
偉
人
を
、
こ
れ
か
ら
も

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
精
力
的
に
活
動
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
京
丹
後
市
か
ら
、
第
２
、

第
３
の
松
本
翁
が
出
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松本重太郎100年 projectのメンバー

地域でも松本翁を顕彰する取り組みが活発化しています

大
き
な
交
流
の
輪
を
作
り
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
総
一
郎
近
畿
経
済

産
業
局
長
は
「
松
本
翁
は
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
を
育
て
た
。
そ

ん
な
翁
の
歩
み
と
精
神
か
ら
私

た
ち
は
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
」
と
来
賓
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
大
阪
大
学
名
誉
教

授
の
宮
本
又
郎
氏
が
「
松
本
重

太
郎
翁
―
果
敢
な
る
企
業
家
活

動
の
軌
跡
と
遺
し
た
も
の
―
」

と
題
し
た
基
調
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
宮
本
氏
は
、
松
本
翁
と

同
時
期
に
多
く
の
企
業
の
設
立

に
関
わ
っ
た
渋
沢
栄
一
と
比
較

し
な
が
ら
翁
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
「
松
本
翁
は
、
商
工
業
の

発
展
の
基
礎
と
な
る
銀
行
の
設

立
や
鉄
道
整
備
な
ど
国
家
公
共

の
利
益
の
た
め
に
尽
力
し
た
。

41
社
も
の
企
業
の
創
立
に
携

わ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
翁
の
経

営
思
想
や
公
に
尽
す
志
が
分
か

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

る
」
と
分
析
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
北
近
畿
の
新
た
な

可
能
性
と
関
西
経
済
の
発
展
」

を
テ
ー
マ
に
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、５
人
の
パ
ネ
ラ
ー

が
活
発
に
議
論
を
展
開
し
ま
し

た
（
次
ペ
ー
ジ
）。

 　

さ
ら
に
、
第
２
部
と
し
て
開

か
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
名
刺

交
換
会
）
に
も
約
３
０
０
人
の

関
係
者
が
参
加
。
丹
後
、
大
阪

の
両
企
業
家
が
自
社
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
話
す
姿
な
ど
も
見

ら
れ
、
多
く
の
人
と
人
と
が
つ

な
が
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

松本重太郎翁

　

京
丹
後
は
古
く
か
ら
開
け

た
地
で
、
も
の
づ
く
り
の
ふ

る
さ
と
と
い
え
る
。
大
阪
が

発
展
し
た
の
も
、
も
と
を
た

ど
れ
ば
北
前
船
に
代
表
さ
れ

る
日
本
海
側
と
の
交
流
が
原

点
だ
。
交
通
が
飛
躍
的
に
発

展
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
発

展
に
と
っ
て
も
大
き
な
要
素

と
な
る
。

交通の発展がカギ

　

高
速
道
路
が
で
き
る
と
時

間
短
縮
に
な
る
。
そ
こ
で
、

観
光
で
は
関
西
一
円
に
渡
っ

て
魅
力
を
発
信
し
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
誘
致
を
図
る
こ
と
が

必
要
。
京
丹
後
が
独
自
で
や

る
だ
け
で
な
く
、
関
西
と
コ

ラ
ボ
し
な
が
ら
情
報
発
信
す

る
な
ど
、
立
体
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
だ
。

立体的に取り組む

　
関
西
に
は
、
歴
史
、
伝
統
、

文
化
、
芸
術
、
繊
維
、
医
療

な
ど
、
自
分
た
ち
の
持
っ
て

い
る
す
ば
ら
し
い
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
こ
れ
ら
は
国

際
的
に
も
通
用
す
る
魅
力
だ
。

新
し
い
こ
と
ば
か
り
に
目
を

向
け
ず
、
既
存
の
魅
力
を
見

直
し
て
、
地
道
に
積
み
上
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

自分たちの魅力を見直す
　
京
丹
後
市
は
、
手
つ
か
ず
の

海
、
山
、
里
を
背
景
に
も
つ
健

康
長
寿
の
里
。
健
康
と
環
境

に
優
れ
た
本
市
の
魅
力
を
、
大

都
市
圏
と
交
流
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
「
環
境
・
健
康
に
優
れ
、

同
時
に
経
済
に
強
い
」
と
い
う

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
グ
リ
ー
ン

経
済
の
モ
デ
ル
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

グリーン経済でリードする

登壇者の発言を熱心に聞く参加者たち

松
本
重
太
郎
翁
年
譜

※
年
齢
は
数
え
年

公
に
尽
く
す
経
世
済
民
の
志

　
　
　
　
近
代
日
本
経
済
の
立
役
者

関
西
経
済
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催1 月 26日

　
大
阪
市
内
の
ホ
テ
ル
で
１
月
26
日
、「
松
本

重
太
郎
翁
顕
彰
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
関
西
経
済

交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
か
れ
、
松
本
翁
ゆ

か
り
の
企
業
関
係
者
や
、
行
政
機
関
、
地
元
関

係
者
な
ど
広
く
大
阪
、
関
西
中
心
に
約
３
２
０

人
が
参
加
し
、
翁
の
功
績
や
起
業
精
神
を
改

め
て
振
り
返
る
と
と
も
に
、
北
近
畿
と
関
西
経

済
の
新
た
な
可
能
性
を
さ
ぐ
り
ま
し
た
。

中山泰　京丹後市長

大阪大学　名誉教授
宮本　又郎　氏

南海電気鉄道株式会社
代表取締役会長兼ＣＥＯ

山中　諄　氏

シアター「かたつむり」のメンバーたち
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まちづくり

本
市
の
地
方
創
生
の
モ
デ
ル
事
業

国
認
定
の
第
１
号
と
し
て
ス
タ
ー
ト
！

　
こ
の
度
、
京
丹
後
市
は
、
第
30

回
地
域
再
生
計
画
の
認
定
申
請

（
１
月
上
旬
）
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

地
方
創
生
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

の
国
の
第
１
号
認
定
（
全
国
で
20

団
体
）を
受
け
る
こ
と
が
決
定
し
、

１
月
22
日
に
総
理
大
臣
官
邸
（
東

京
都
）
に
て
、
安
倍
晋
三
内
閣
総

理
大
臣
か
ら
中
山
市
長
に
認
定
書

の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
再

生
計
画
で
は
、
①
新
シ
ル
ク
産
業

の
創
造
、
②
新
公
共
交
通
体
系
の

構
築
、
③
地
域
協
働
大
学
の
法
人

制
度
の
創
設
な
ど
の
取
り
組
み
を

㊧石破地方創生担当大臣（右側の手前から2人目）との
懇談会で代表報告を行う中山市長（左側の手前から2人目）
㊤安倍総理（右側）から認定書を受理した中山市長（中央）

　国から第１号認定を受けた
　京丹後市地域再生計画 ＜概要＞

掲
げ
て
お
り
、
今
回
の
認
定
に
よ

り
、
地
域
再
生
計
画
事
業
の
推
進

に
さ
ら
な
る
弾
み
が
付
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
国
の
地
方
創
生
の
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
、
地
方
再
生
戦
略

交
付
金
の
活
用
な
ど
積
極
的
な
施

策
展
開
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
認
定
書
授
与
式
に
先

立
ち
、
石
破
茂
地
方
創
生
担
当
大

臣
と
20
の
認
定
団
体
の
首
長
と
の

意
見
交
換
会
も
開
催
さ
れ
、
会
津

若
松
市
の
室
井
照
平
市
長
と
本

市
の
中
山
市
長
が
代
表
し
、
地
方

創
生
に
向
け
た
各
自
治
体
の
「
総

合
戦
略
」
の
構
想
等
の
事
例
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

「グリーン・ウエルネス新公共交通体系構築と
新シルク産業創造・地域協働大学等推進計画」

 　高機能性シルクの研究・開発や無菌・無人・周年・人工飼料等による養蚕シス
テムの実践と農地確保や桑栽培、シルク関連製品・商品の製造・販売までの産業集
積化の推進。２０２０年東京オリンピックを視野に入れた、「和装」をはじめすそ野
の広い新たな絹・シルク産業と文化の創造・発信に取り組みジャパンブランドを育成。
　構造改革特区及び地方創生特区の指定を目指す
　◆農業生産法人の構成員要件の緩和
　◆閉校舎等を利活用した養蚕施設の整備とその運用開始
　◆新シルク産業の創造（新衣料、健康産業、医療産業等）

認定に当たり安倍総理からのメッセージ
　 去年、意欲あふれる地方を応援する『総
合戦略』を決定し、今年は、これらを具
体化して実行する段階に入ってきます。

  　今年は、いわば地方創生元年にあたり
ます。地方創生の先駆けとして、全国の

自治体をリードしていくことを期待します。頑張って取
り組んでいただきたい。

計　
画　
の　
主　
要　
３　
施　
策

新公共交通体系の構築　※国土交通省と協議し「通達」が発出予定

地域協働大学の法人制度の創設　※文部科学省と協議し「通達」が発出予定
　◆共通単位化と教員専任要件の緩和等の実施
　◆法人化で地域振興等の恒常的な協働活動の推進
　◆学生確保のためシャトルバス運行、住居（シェアハウス等）の確保　等

　◆ＥＶタクシーによる買い物代行、見守り代行の新たなサービスの開始
　◆「ヒト」だけでなく「モノ＋サービス」の輸送実施　等

再生可能エネルギーの全面展開
　　太陽光発電等の再生可能エネルギー生産の地域全面展開を推進する。地域生産の再生可能エネルギー
　による充電システムを広く構築し、地産地消のクリーンなエネルギーを公共交通等で循環活用し、環境調
　和社会の創造に貢献する。
　　◆ＥＶ車両の普及推進のための充電設備（エリア）の拠点整備
　　◆防災・避難施設への再生可能エネルギー設備設置
　　◆分散型地域エネルギー事業導入可能性調査事業の実施等　
「ヒト」「モノ」の流れをつかむ観光振興
　　平成26年７月の舞鶴若狭道全線開通、平成27年春の京都縦貫自動車道の全線開通、また、平成28
　年度には京丹後市、大宮森本 ICの開設など、北近畿新時代の到来を迎えようとしている中、京都府北部
　の観光振興プロジェクトである「海の京都」構想の推進とともに、京丹後市では市内にある3つの道の駅と、
　全国初の試みとなる、昔ながらの街並みをエリアごと登録する新たな道の駅を拠点とし、「海の京都」構
　想のゲートウェイとして、「ヒト」「モノ」の流れをつかみ、着地型観光の振興を図る。
　　◆遊覧船等の整備・運営電動レンタサイクル、二次交通網（鉄道・バス・タクシー）の整備
　　◆空き家（店舗、宿泊施設、民家等）の活用による起業家等の定住促進
　　◆外国人案内所・免税店の整備・登録
　　◆急速冷凍装置の導入及び加工商品開発　等
地域包括ケアの推進
　　高齢者等の外出機会の増加による歩く運動を伴いながら、人との交流や消費行動を通じた健康長寿・
　介護予防の推進を図るとともに、外出困難地域等への生活必需品の配送、見守り代行等の取組など多様
　な生活支援を進め、介護・医療に及ぶ負担軽減を図る。
　　◆新公共交通体系の積極的な活用　◆京都府立医科大学との研究推進（健康寿命の延伸化等）
　　◆「全国ご当地体操サミット」の開催等を通じた健康増進普及事業の推進

そ　
の　
他　
施　
策

※計画の詳細は、市ホームページ「記者会見資料（1 月 21 日）」でご覧いただけます。問：企画政策課（☎ 69-0120）

イメージ写真

新シルク産業の創造

情報ファイル P16

京丹後人� P20

文化 de 丹後 P14

まちのわだい P10

市の文化財／ジオトピックス／和気泰来／図
書館だより　ほか

御旅市場に多目的情報交流スペースが完成／
丹後町・岡成地区で伝統の「百度打ち」　ほか

シンセサイザーの使い手
　　ＦＭたんご局長代理　 中西　進さん (45)

目　次
index

生命の絆   P15

今月の「きょうたんごで“いいね”」

漁師まちの伝統行事
「 百 度 打 ち 」

　寒風吹きすさぶ 2 月 1 日の早朝、
上半身裸で、化粧回しを締めた若者が
地区内を駆け回る「百度打ち」の様子
を取材しました。
　「百度打ち」は、江戸時代から伝わ
る伝統行事で、五穀豊穣や家内安全、
無病息災を祈願する奇祭。11人の若
者たちが、「ワッショイ、ワッショイ」
と掛け声をあげながら走る姿は、冬の
漁師まちにピッタリの光景で、厳しい
寒さにも打ち勝つ熱気が伝わってき
ました。
　　　（関連記事 11㌻まちのわだい）

市政トピックス P4
本市の地方創生のモデル事業　国認定の第１号と
してスタート！／「かぶと山子ども園」完成　ほか

 P8
下水道のすごい力（最終回）／つながりの
中に学びを育む（最終回）

みんなの広場 P13

医療の現場 P12

関西経済交流シンポジウム開催 P2
－北近畿の新たな可能性と関西経済の発展を目指して－

松本重太郎翁顕彰プロジェクト
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米
軍
Ｔ
Ｐ
Ｙ
―
２
・
レ
ー
ダ
ー

安全・安心

本
格
運
用
後
、
初
の
環
境
影
響
調
査

　
平
成
26
年
12
月
、
米
軍
経
ヶ
岬

通
信
所
に
設
置
の
Ｔ
Ｐ
Ｙ
―
２
・

レ
ー
ダ
ー
の
本
格
運
用
後
の
環
境

影
響
調
査
が
１
月
26
日
、
同
通
信

所
周
辺
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
防
衛
省
が
実
施
す
る
今
回
の
調

商工業

河
村
た
か
し
名
古
屋
市
長
来
丹

「
丹
後
と
名
古
屋
の
大
交
流
新
時
代
」
を
あ
つ
く
語
る
！

　

京
都
北
部
・
北
近
畿
の
経
済

活
性
化
に
つ
い
て
有
識
者
と
と
も

に
考
え
る
「
京
丹
後
経
済
成
長
戦

略
新
懇
話
会
（
第
11
弾
）」
を
１

月
31
日
、
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
現
在
進
め
る
、
丹

後
・
東
海
地
方
の
文
化
方
言
等
調

査
事
業
を
機
に
、
さ
ら
に
交
流
を

深
め
よ
う
と
、
河
村
た
か
し
名
古

屋
市
長
に
講
演
を
依
頼
。
平
成

26
年
７
月
、
舞
鶴
若
狭
自
動
車

道（
小
浜
敦
賀
間
の
整
備
が
完
了
）

が
全
線
開
通
し
、
平
成
27
年
度

に
は
京
都
縦
貫
自
動
車
道
も
全
線

開
通
す
る
こ
と
に
伴
い
、
名
古
屋

２
３
０
万
人
、
愛
知
県
７
０
０
万

人
の
市
民
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
の
大
交
流
を
育
ん
で
い
こ
う
と

企
画
さ
れ
、「
丹
後
と
名
古
屋
の

大
交
流
新
時
代
」
と
題
し
、
名
古

屋
市
政
や
経
済
状
況
、
言
葉
の
重

要
性
な
ど
に
つ
い
て
、「
ど
え
り
ゃ

あ
」
な
ど
の
名
古
屋
こ
と
ば
を
交

え
、
持
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
河
村
市
長
は
冒
頭
、
方
言
に
つ

い
て
、
明
智
光
秀
が
岐
阜
県
の
出

身
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、「
本
能

寺
の
変
の
後
、
娘
の
玉
（
細
川
ガ

ラ
シ
ャ
）
が
弥
栄
町
味
土
野
の
地

に
幽
閉
さ
れ
て
い
た
と
き
、
玉
の

側
に
い
た
光
秀

の
家
来
が
使
っ

て
い
た
こ
と
ば

が
丹
後
に
広

ま
っ
た
の
で
は
」

と
丹
後
の
こ
と

ば
と
の
関
係
性

を
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域

の
こ
と
ば
に
誇

り
と
愛
着
を
持
つ
河
村
市
長
は

「
標
準
語
と
○
○
弁
を
対
比
す
る

こ
と
は
差
別
で
あ
り
、
言
葉
を
標

準
化
す
る
必
要
は
な
い
。
共
通
語

と
○
○
こ
と
ば
と
言
い
換
え
る
べ

き
」
と
持
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
財
政
や
産
業
面
に
お

い
て
、
市
長
お
よ
び
市
職
員
の
給

料
減
額
や
市
民
税
減
税
の
取
り
組

み
、
名
古
屋
市
発
展
の
礎
と
な
っ

た
木
曽
の
ヒ
ノ
キ
に
つ
い
て
紹

介
。名
古
屋
市
は
、自
動
車
、航
空・

宇
宙
、
工
作
機
械
産
業
が
集
積
す

る
地
域
で
あ
る
が
、
元
々
は
、
ヒ

ノ
キ
の
加
工
技
術
が
も
の
づ
く
り

の
は
じ
ま
り
。
こ
の
技
術
が
名
古

屋
城
や
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と
な

り
、
そ
し
て
、
自
動
車
や
飛
行
機

な
ど
の
開
発
に
生
か
さ
れ
、
今
日

の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
、
も
の
づ
く
り
の
技
術

を
大
切
に
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

名古屋ことばを交えてユーモラスに
持論を語る河村名古屋市長

「
ど
え
り
ゃ
あ
」
名
古
屋
こ
と
ば
を
交
え
持
論
を
展
開

査
は
、
電
磁
界
強
度
（
電
波
）
を

調
べ
る
も
の
で
、
レ
ー
ダ
ー
配
備

前
と
同
様
に
、
レ
ー
ダ
ー
正
面
に

位
置
す
る
沖
合
い
２
０
０
㍍
の
海

上
、
袖
志
漁
港
入
口
付
近
、
尾
和

区
有
地
の
３
カ
所
で
実
施
。
近
畿

雪道での走行体験を行う米軍関係者

中
部
防
衛
局
お
よ
び
市
職
員
立
会

い
の
も
と
、
業
者
が
測
定
器
を
用

い
て
、
パ
ソ
コ
ン
に
デ
ー
タ
を
取

り
込
み
ま
し
た
。

　
調
査
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

冬
季
時
の
交
通
事
故
防
止
へ

米
軍
関
係
者
ら
雪
道
走
行
を
体
験

　
米
軍
経
ヶ
岬
通
信
所
に
配
属
の

米
軍
関
係
者
を
対
象
に
し
た
交
通

安
全
講
習
会
が
１
月
16
日
、
峰
山

自
動
車
学
校
（
峰
山
町
荒
山
）
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
講
習
会
に
は
、
約
40
人
の
米
軍

人
ら
が
出
席
し
、
指
導
員
が
同
乗

す
る
教
習
車
を
運
転
。
コ
ー
ス
内

に
設
け
ら
れ
た
仮
設
の
雪
道
を
走

行
し
、
急
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
た
際

の
ス
リ
ッ
プ
体
験
や
坂
道
発
進
の

仕
方
を
学
び
ま
し
た
。

　
同
講
習
会
は
、
積
雪
時
に
恐
れ

の
あ
る
追
突
事
故
な
ど
を
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
も

の
で
す
。

久
美
浜
町
内
の
３
保
育
所
（
湊
・
田
村
・
神
野
）
を
統
合

子育て

定
員
１
６
０
人
の「
か
ぶ
と
山
こ
ど
も
園
」完
成

　

か
ぶ
と
山
こ
ど
も
園
は
、「
京

丹
後
市
保
育
所
再
編
等
推
進
計

画
」（
平
成
18
年
策
定
）
に
基
づ

い
て
、
久
美
浜
の
湊
、
田
村
、
神

野
の
３
保
育
所
の
統
合
施
設
と
し

て
整
備
。
久
美
浜
町
浦
明
地
内
の

約
６
９
３
０
平
方
㍍
の
敷
地
に
、

木
造
一
部
述
べ
約
１
５
６
４
平
方

㍍
の
園
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

完成した「かぶと山こども園」

　
久
美
浜
町
浦
明
で
建
設
を
進
め
て
い
た「
か
ぶ
と
山
こ
ど
も
園
」が
完
成
し
、

１
月
15
日
、
竣
工
式
が
同
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
ら
が
園
舎
の
完
成

を
祝
う
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
や

　
　

保
育
環
境
の
充
実

　

用
地
取
得
費
を
含
む
総
事
業

費
は
約
８
億
５
５
８
４
万
円
。

市
の
一
般
財
源
や
過
疎
債
、
施

設
整
備
事
業
債
、
林
業
・
木
材

産
業
等
振
興
施
設
整
備
交
付
金

１
億
２
５
７
８
万
円
を
活
用
し
ま

し
た
。

　
施
設
は
、
府
内
産
の
木
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
。
２
歳
～
５
歳
児

の
保
育
室
７
室
や
ほ
ふ
く
室
１
室

を
は
じ
め
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い

子
育
て
支
援
室
、
広
々
と
し
た
遊

戯
室
な
ど
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
同
園
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
幼

稚
園
を
併
設
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
の
保
育
内
容
に
加
え
、
０

歳
か
ら
の
低
年
齢
児
保
育
や
土
曜

午
後
の
保
育
を
新
た
に
実
施
。
２

台
の
通
所
バ
ス
も
運
行
さ
れ
、
保

育
・
教
育
環
境
と
子
育
て
支
援
の

充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。

１
月
15
日
の
竣
工
式

５
歳
児
ら
歌
で
完
成
祝
う

　
１
月
15
日
の
竣
工
式
に
は
、
府

や
市
の
行
政
関
係
者
や
工
事
関
係

者
、
同
園
建
設
検
討
委
員
会
の
委

員
ら
約
50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

竣工式で元気に歌声を披露する園児たち

　

式
典
で
中
山
市
長
は
、「
か
ぶ

と
山
保
育
園
が
子
ど
も
た
ち
と
と

も
に
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
て
親

し
ま
れ
る
施
設
と
し
て
、
地
域
に

根
付
き
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
心

か
ら
願
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

工
事
関
係
者
ら
へ
の
感
謝
状
の
贈

呈
に
引
き
続
い
て
３
保
育
所
の
子

ど
も
た
ち
60
人
が
元
気
よ
く
歌
を

披
露
し
、
園
舎
の
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。

本
市
と
の
さ
ら
な
る

　
　
　

交
流
に
向
け
て

　
講
演
翌
日
、「
京
丹
後
七
姫
ラ
ッ

ピ
ン
グ
バ
ス
」
の
取
り
組
み
（
詳

し
く
は
次
号
掲
載
）
に
つ
い
て
、

中
山
市
長
が
経
過
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　

御
滞
在
を
通
じ
、
豊
臣
秀
吉
、

改
め
て
名
古
屋
と
丹
後
の
こ
と
ば

の
つ
な
が
り
の
話
題
と
な
り
、
そ

の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
、
名
古
屋
で

大
討
論
会
を
実
施
す
る
こ
と
を
は

じ
め
、
観
光
、
産
業
、
文
化
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
さ
ら
な
る
交

流
に
向
け
た
提
案
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

方
言
「
○
○
弁
で
は
な
く

○
○
こ
と
ば
」
に

　
本
市
の
感
想
な
ら
び
に
東
海
地

方
と
丹
後
を
結
ぶ
交
通
ア
ク
セ
ス

の
向
上
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

１
０
０
歳
以
上
の
長
寿
者
が
多
い

こ
と
に
対
し
、「
ど
ん
な
う
み
ゃ

あ
も
ん
を
食
べ
た
ら
長
生
き
で
き

る
の
か
。
名
古
屋
の
人
に
も
宣
伝

し
、バ
ス
ツ
ア
ー
を
仕
掛
け
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
子
育
て
施
策
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
の
自
殺
問
題
に
つ
い
て
触

れ
、
い
じ
め
か
ら
守
り
、
子
ど
も

た
ち
を
励
ま
し
て
や
れ
る
体
制
が

必
要
だ
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
充
実
さ
せ
た
日
本
初

と
な
る
「
子
ど
も
応
援
委
員
会
」

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
の
技
術
は

ま
ち
の
発
展
に
不
可
欠

京
丹
後
の

　
　

長
寿
の
秘
訣
に
興
味

愛知県

京丹後市

名古屋市

Ｎ

高速道路網の整備により、車で約３
時間と所要時間が大幅短縮

日
本
初
「
子
ど
も

　

応
援
委
員
会
」
を
設
置

　

最
後
に
、
名
古
屋
を
「
ど
え

り
ゃ
あ　
お
も
し
ろ
い
ま
ち
に
し

た
い
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

京
丹
後
七
姫
の
イ
ラ
ス
ト
が
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ

れ
た
バ
ス
の
前
で
、
今
後
の
さ
ら
な
る
交
流

を
約
束
す
る
両
市
長



シリーズ

下
水
道
の
す
ご
い
力

　
私
た
ち
の
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
「
水
」。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
と
生
活
環
境
の
向
上
の
た
め
に
整
備
す
る

「
下
水
道
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
各
種
事
業
や
支
援
制
度
な
ど
に
つ

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
角
度
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

【最終回】

【最終回】

～
き
れ
い
な
海
や
川
を
未
来
へ
～

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

つながりの中に学びを育む
　最終回となる今回は、平成24年度から本年度まで文部科学省委託の「人権教育総合
推進地域事業」の指定を受けた大宮中学校区の取り組みを紹介します。大宮中学校区では、
平成27年度の小中一貫教育スタートを見据え、就学前から中学校卒業までの10年間
を通した人権教育・学力充実・キャリア教育のカリキュラムづくりや、保育所・幼稚園、小・
中学校合同の研修会や授業研究会など、校種を越えた取り組みを行っています。

　
６
月
、
通
学
路
の
ゴ
ミ
拾
い
や

草
取
り
な
ど
を
行
う
ク
リ
ー
ン
作

戦
を
小
中
学
校
等
が
連
携
し
て

行
い
ま
し
た
。
小
中
学
生
が
共
に

行
う
環
境
整
備
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
し
て
交
流
を
深
め
、
地

域
へ
の
貢
献
を
通
じ
て
「
自
他
を

尊
重
し
心
豊
か
な
人
間
性
を
育
て

る
」
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
も

の
で
す
。
町
内
の
各
公
民
館
と
も

連
携
し
、
地
区
と
の
交
流
も
図
り

ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
改
め
て
自
分
の
住
む
地
域
を

見
つ
め
直
し
、
地
域
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

９
月
、
大
宮
こ
ど
も
園
と
大

宮
中
学
校
合
同
で
、
津
波
を
想

定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
中
学
生
は
、
地
震
発
生
の

知
ら
せ
を
受
け
、
大
宮
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
一
旦
避
難
。
そ
の

後
、
大
津
波
警
報
発
令
と
同
時

に
大
宮
こ
ど
も
園
に
向
か
い
、
園

児
を
連
れ
て
、
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
広
場
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
、
園
児
に
歩
く
ス

ピ
ー
ド
を
合
わ
せ
た
り
、
し
ゃ
が

ん
で
目
線
を
合
わ
せ
た
り
し
な
が

小中一貫教育が峰山中学校区・網野中学校区で本格的に始まりました

学
校
教
育
課

☎
６
９
‐
０
６
２
０

ら
園
児
と
共
に
避
難
場
所
に
向

か
い
ま
し
た
。
特
に
中
学
生
は
、

園
児
と
一
緒
に
避
難
す
る
こ
と
で

責
任
感
が
増
し
、
生
徒
自
身
も

一
生
懸
命
ま
じ
め
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
責
任
を
も
っ
て
誘

導
し
、
ま
た
園
児
は
誘
導
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
に
対
し
て
し
っ
か
り

と
お
礼
を
言
う
こ
と
で
、
一
人
一

人
の
子
ど
も
達
が
自
己
有
用
感
、

自
己
肯
定
感
が
高
ま
る
取
り
組

み
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
か
ら
11
月
に
は
、
小
学

校
の
児
童
会
と
中
学
校
の
生
徒

会
が
連
携
し
て
あ
い
さ
つ
運
動
を

行
い
ま
し
た
。
中
学
校
の
生
徒
会

本
部
役
員
が
各
小
学
校
へ
出
向

い
て
、
朝
の
あ
い
さ
つ
を
し
な
が

ら
ハ
イ
タ
ッ
チ
し
て
、
小
学
生
の

登
校
を
出
迎
え
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
声
か
け
に
、
は
じ
め

は
は
ず
か
し
そ
う
に
し
て
い
た
小

学
生
も
、
２
、３
日
す
る
と
少
し

ず
つ
気
持
ち
が
打
ち
解
け
て
い
く

よ
う
で
し
た
。
大
宮
中
学
校
生

徒
会
の
奥
田
美
空
さ
ん
（
３
年
）

は
、「
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

う
ち
に
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を

返
し
て
く
れ
る
人
が
増
え
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
取
り
組
み
が
終

わ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
中
学

校
で
、
あ
い
さ
つ
を
広
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」と
、各
小
学
校
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
を
通
し
て
人
と
ふ
れ

合
う
こ
と
で
、
自
分
の
気
持
ち
を

素
直
に
表
現
し
た
り
、
人
の
気
持

ち
を
受
け
止
め
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
児
童
、
生
徒
が
増
え
ま
し

た
。

　
昨
年
11
月
14
日
、
こ
れ
ま
で
の

３
年
間
の
成
果
を
発
表
す
る
研

究
発
表
会
を
、
各
保
育
所
・
幼

稚
園
、
小
・
中
学
校
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

大
宮
中
学
校
区
の
３
年
間
の

研
究
の
成
果
と
小
中
一
貫
教
育

の
実
施
に
向
け
た
展
望
に
つ
い

て
、
各
小
中
学
校
か
ら
▼
人
権

教
育
の
研
究
や
保
幼
小
中
が
連

携
し
て
行
っ
て
き
た
取
り
組
み

を
通
し
て
、
子
ど
も
達
に
自
己

肯
定
感
・
自
己
有
用
感
が
育
っ

て
き
た
▼
地
域
の
方
々
か
ら
も

「
生
徒
が
明
る
く
な
り
、
よ
く
あ

い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
聞
く
な
ど
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
年
間
の
取
り
組
み
の
成
果

を
来
年
度
か
ら
実
施
す
る
小
中
一

貫
教
育
に
つ
な
げ
、
小
中
一
貫
教

育
で
目
指
す
「
将
来

に
夢
と
希
望
を
も
っ

て
生
き
生
き
と
学
ぶ

こ
と
の
で
き
る
子
ど

も
」
を
育
て
る
こ
と

に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

「
小
中
ふ
れ
あ
い
地
域
清
掃
活
動
」

　
　
　
　
　
　
で
交
流
・
連
携

大
宮
中
、
こ
ど
も
園
合
同
で

　
　
　
地
震
・
津
波
避
難
訓
練

中
学
生
が
小
学
校
に
出
向
き

　
　
　
　
　
　
あ
い
さ
つ
運
動

「
生
徒
が
明
る
く
な
っ
た
」

　
　
　
　
と
地
域
か
ら
も
好
評

　

市
で
は
、
公
共
水
域
の
水
質

保
全
及
び
生
活
環
境
の
改
善
を

目
的
と
し
て
、
下
水
道
整
備
や

合
併
浄
化
槽
の
設
置
を
進
め
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
一
般
的
に

は
〝
下
水
道
＝
水
洗
化
”
と
思

わ
れ
が
ち
で
、
水
の
循
環
や
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
か
す
こ

と
な
ど
の
本
来
の
目
的
は
忘
れ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
の
水

洗
化
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
整
備
事

業
の
観
点
だ
け
で
な
く
、
大
切

な
環
境
と
水
の
循
環
を
守
り
、

〝
自
然
か
ら
取
り
入
れ
た
水
を
き

れ
い
に
し
て
戻
す
”
と
い
う
観

点
に
立
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
下
水

道
の
も
つ
機
能
の
大
切
さ
、
重

要
性
を
認
識
し
、
生
活
排
水
に

よ
る
汚
染
か
ら
〝
自
然
を
守
り

隊
”
と
な
っ
て
、
み
ん
な
の
力

で
丹
後
の
河
川
や
湾
、
湖
を
守

り
ま
し
ょ
う
。 下

水
道
接
続
し
て

自
然
を
守
ろ
う

　
写
真
右
は
、
弥
栄
町
溝
谷
を
流

れ
る
小
川
で
す
。
こ
の
小
川
は

住
宅
地
の
間
を
通
っ
て
い
ま
す

が
、
家
か
ら
の
生
活
雑
排
水
が

流
れ
込
ま
な
い
た
め
き
れ
い
で
、

野
菜
を
洗
っ
た
り
す
る
光
景
を

目
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
写
真
上
は
、
網
野
町

の
離
湖
に
流
れ
込
む
水
路
で
す
。

生
活
雑
排
水
が
流
れ
込
む
た
め
、

水
は
濁
り
、
ヘ
ド
ロ
が
溜
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
蚊
や

ハ
エ
の
発
生
を
招
い
た
り
、
悪

臭
が
し
た
り
し
ま
す
。

きれいな水と汚い水

ご存知ですか？下水道接続支援制度
【公共下水道使用料の減額制度】
　浄化槽から公共下水道に切り替えた世帯は、
　　１年間は、毎月の下水道使用料が基本料金（767円）のみで使用できます。
＜対象条件など＞

（１）平成27年６月30日までの接続であること。（平成24年7月1日以降に供用開始された区域については、
　  その日から 3 年以内の接続であること）

（２）市内に本社・本店のある指定工事業者を利用した工事であること。
 ※その他、市税等の滞納がないことなどの対象条件もありますので、詳しくはお問い合わせください。

　市では、下水道接続工事を行う
際に必要となる資金についての相
談および融資あっ旋、借入後の返
済にかかる利子の全額を補給する
など、接続に向けた支援を行っています。
＜融資条件など＞
・融資額：200 万円以内
・金利：2.4㌫（H26 年度）

・返済期間：10 年以内
・返済方法：元利均等返済

返済額の目安（返済期間10年間の場合）

借入額 100万円 150万円 200万円
毎月の
返済額 9,381円 14,072円 18,763円

※上記返済額は概算であり、実際の返済額とは異
なる場合があります。

　　　 普及推進・料金課
☎69−0540

【工事資金のあっ旋、利子補給制度】

　
　
　

下
水
道
整
備
課
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▲園児の手を引き、避難する中学生たち

▲中学生にあいさつし、ハイタッ
チしながら校舎に入る児童たち

ガイド
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▶
和
田
館
長
（
右
）
か
ら
道
具
を
見
せ
ら
れ
、
そ
の
使
い
方

に
つ
い
て
答
え
る
児
童
た
ち

　「昔のくらし展」が開かれている網野郷土資料館に１月
20 日、網野南小３年児童 45人が訪れ、明治から昭和初
期に使われていた日用品から当時の暮らしを学びました。
　和田省三館長は「先人たちは自分たちの近くにあるもの
を上手く利用して道具を作っている。これらの道具をじっく
り見ていると、当時の人の知恵や努力が見えてきます」と
あいさつ。炭火を使ったアイロンやこたつのほか、手動の洗
濯機などの道具とともに、当時の暮らしぶりを説明しました。
　石田心

い ぶ き

吹君は「氷を使って冷やす冷蔵庫はとても工夫さ
れていて、当時の人の知恵に驚きました」と話していました。

　地区の高齢者と子どもが遊びを通じて
触れ合う「異世代交流会」が 1 月 24 日、
溝谷区公民館で開かれ、参加者たちがコマ
回しやカードゲームなどを楽しみました。
　同区で高齢者サロンを開いている「ひま
わりクラブ」が企画したもので、２年目と
なる今回は、区内の小学生ら 30 人が集い
ました。
　子どもたちは、お年寄りからお手玉やコ
マ回しのコツを教えてもらったお返しに、
若者に人気のカードゲーム「UNO（ウノ）」
の遊び方を手ほどき。お年寄りたちは、子
どもたちからルールを学びつつ、さまざま
な効果のあるカードを駆使して上がりを目
指していました。
　このほか、参加者らは昼食をはさんでビ
ンゴゲーム、合唱、新聞を使った遊びなど
盛りだくさんのメニューを体験。会場は、
終始笑顔に包まれていました。
　松林好子さん（65）は「童心に帰って
楽しむことができた。初めてのウノも刺激があって面
白かった」と満足した様子で話していました。

　化粧まわし姿の若者が区内を駆け巡る
伝統行事「百度打ち」が２月２日、丹後
町間人の岡

おが　なり

成地区で行われました。
　午前７時、20 代から 40 代までの区の
若者 11 人が公民館を出発し、「ワッショ
イ、ワッショイ」と威勢の良い声を響か
せながら約２㌔の道のりを疾走。途中、
後
のち　が　はま

ヶ浜で小石を拾い、三
み　はしら

柱、稲
いな　り

荷、早
はや　お

尾
の３カ所の神社に奉納し、五穀豊穣や無

　安養寺（久美浜町）で２月１日、毎年恒例の「節分
まつり」が開かれ、訪れた住民ら約 200 人が落語や屋台、
福豆まきなど多彩な催しを楽しみました。　
　本堂の特設会場で行われた、福を招く「ふれあい寄席」
では、桂恩

おん

狸
り

さん、笑福亭扇
せん

平
べい

さんが表情豊かに絶妙
な口前を披露。訪れた子どもたちとの掛け合いもあり、
観客の笑いを誘っていました。
　屋台では、イノシシ肉や地元の野菜が入った「山く
じら鍋」やうどんなどが振る舞われたほか、最後には、
今年の年男、年女らによる福豆まきも行われました。

福招く落語に笑顔あふれる
安養寺で恒例の「節分まつり」

久 美 浜 町
２月１日

▲神社に小石を奉納し、五穀豊穣などを祈願した
メンバーたち

日用品から昔の暮らし学ぶ
網野資料館で網野南小児童ら見学

網 野 町
1月 20 日

▲家族連れらが参加した「鬼のお面づくり教室」の様子

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
や
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に
期
待

御
旅
市
場
に
多
目
的
情
報
交
流
ス
ペ
ー
ス
が
完
成
2月1日
峰 山 町

スマートフォンなどの端
末を使って右のコードを
読み取ると、動画が再生
されます。※機種等によ
り再生されない場合があ
ります。

「MOPPEN SPACE@
市場店」開店記念式
典の様子

化
粧
ま
わ
し
姿
の
若
者
が
疾
走

丹 後 町
２月２日

丹
後
町
・
岡
成
地
区
で
伝
統
の
「
百
度
打
ち
」

　本市の資源を活用して元気なまちづく
りを応援する、まちづくり協働支援チーム
M

モ ッ ペ ン

OPPEN ※（堀井邦彦会長）が企画・
運営する店舗「M

モ ッ ペ ン

OPPEN S
ス ペ ー ス

PACE@ 市
場店」が 2 月 1 日、峰山町の御旅市場の
一角にオープンしました。
　この日、主催者や来賓、地区関係者ら
約 40 人が記念式典に出席し、開店を祝っ
たほか、式典後には、節分にちなんだ「鬼
のお面づくり」や「英会話」の教室が開かれ、
家族連れなどが参加しにぎわいました。
　堀井会長は、「人が交流すれば、にぎわ
いだけでなく、新たなアイデアやビジネス
の可能性が生まれる。このような場づくり
を市内全域で展開したい」と抱負を語って
いました。田中千春店長は、「みなさんに
楽しんでもらえるイベントを企画し、仲良く笑いの絶え
ない、気軽に立ち寄れる場にしたい」と話していました。

（※）新たなまちづくりのため、地域の魅力を「もう一度」（丹後

弁で“もっぺん”）見直していこうという思いから、チーム名に

使用

弥 栄 町

お
年
寄
り
に
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
手
ほ
ど
き

溝
谷
区
で
小
学
生
・
高
齢
者
の
異
世
代
交
流
会
1月24日

　地域の豊かな自然を守り、後世につなげ
ようと、「丹後環境シンポジウム」（丹後の
豊かな環境づくり推進会議主催）が 2 月 8
日、アグリセンター大宮で開催されました。
　同シンポジウムでは、ジオパークを生か
した取り組みを実践する京丹後龍宮プロ
ジェクト代表の池田香代子さんの基調講演
および丹後地域の小学生、高校生が環境
学習や活動について発表しました。
　「守ろうぼくらの久美浜湾」と題し発表
した久美浜小の 4 年生（20 人）は、他産
地に比べ成長が早い久美浜湾のカキにつ
いて、湾の閉鎖性によりプランクトンが豊
富などと説明したほか、シャンプーやマヨ
ネーズを例に挙げ、生活排水による水質汚
染について報告。最後に、童謡の「ふるさ
と」を合唱し、“久美浜湾をみんなで守ろう”
と環境保全を呼び掛けました。
　会場には約 250 人が訪れ、身近な海や川と関係のあ
る生物や人々の暮らしぶりとともに、魅力ある資源を
生かし、守ることの大切さなどについて考えました。

▲水質検査試薬を用いて生活排水が水質を悪化させる原因になる
ことを調べた時の様子を説明する久美浜小の児童たち

自
然
の
活
用
や
保
全
を
考
え
る

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
で
環
境
シ
ン
ポ
開
催
2月8日
大 宮 町

▲笑福亭扇平さんの落語に笑顔あふれる会場の様子

▲子どもたちからルールを学びながらカードゲームを楽しむ参加者たち

病息災を祈願しました。
　同行事は、江戸時代に始まったとされる伝統の奇祭。
かつて相撲の巡業が行われていた土地柄から、「立岩」
や「稲荷山」など地元ゆかりのしこ名が刺繍された化
粧まわしを付けるのが風習となっています。
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おみやげグランプリ 2015
デザイン賞・アイデア賞

（
大
宮
町
口
大
野
）

　株式会社大宮日進に勤務し、主に
車両のエンジン部品の鍛工品製造に
従事。品質のばらつきをデータで〝見
える化＂して作業性・品質の向上に貢
献されました。

「明
あ

日
した

の名工」
府青年優秀技能者奨励賞

  

　  

田
中  

暁
彦 

さ
ん （
38
）

人命救助にかかる感謝状

　医療や福祉の資源が不足する過疎
地において、高齢者が安心して老後を
迎えるための仕組み「地域包括医療・
ケアシステム」を構築し、地域医療の
推進に貢献されました。

医療功労賞

  

　  

市
立
久
美
浜
病
院

　
　
赤
木  

重
典 

病
院
長

2015.0313 122015.03

　魅力あふれるおみやげを
全国から募集し、地域ブラン
ドの振興を図る「おみやげグ
ランプリ2015」（ふるさと祭
り東京実行委員会主催）で、
うめや本舗の梅田肇さんが開
発した「丹後ばらずし～玉手
箱～」がデザイン賞、「ふりカ
レー（ミル容器入れ）」がアイ
デア賞を受賞されました。

うめや本舗　代表　梅田　肇
はじむ

さん（弥栄町溝谷）嶋田　友
ゆう

貴
き

さん（峰山町長岡）

　嶋田友貴さんは１月、峰
山町長岡で発生した建物火
災において、消防隊が到着
するまでに建物内で動けなく
なっていた火元者を発見し、
屋外へ救出。人命の救助と
人的被害の発生を未然に防
いだ功績に対して、市消防
本部から感謝状が授与され
ました。

（
峰
山
町
矢
田
）【元峰山町助役】

　昭和 50 年から昭和 59 年までの
長きにわたり、峰山町助役として活
躍。「住みよい町づくり」「文化の香
り高い生きがいのある町づくり」に
尽力し、地方行政に貢献されました。

高齢者叙勲
瑞宝双光章（地方自治功労）

  

　  

番
場  

朝
夫 

さ
ん （
88
）

手紙でむすぶ家族ふれあい大賞
メール

　京都発！

　家族のふれあいや絆を深め
ることを目的とした「京都発！第
11回手紙でむすぶ家族ふれあ
い大賞」（府・府教育委員会主
催）で、大宮町の井浪千

せん

翔
と

君
（11）と井浪希

き

帆
ほ

さん（18）の
応募した手紙が特別賞「兄妹っ
ていいな賞」に選ばれました。
　弟の千翔君は、高校を卒業して４月から大阪に旅立
つ姉の希帆さんに手紙を書いて感謝の気持ちを伝えまし
た。

♥

【 鍛　造 】

メール

～家族に送るラブレター  手紙が深める家族の絆～

地域医療の現場から
The Healthy Life

市立弥栄病院
内科

北 岡   力

文
最期にどのような選択をされますか。

　　　～終末期医療について考える～

▶医学的には次の選択肢があります。①胃瘻 ( いろう )、
②中心静脈栄養 ( 太い血管を使った点滴 )、③末梢静脈栄
養 ( 手や足の一般的な血管を使った点滴 )。
　それぞれ、メリット・デメリットがあります。胃瘻を
作れば、寿命を延ばすこと
ができますが、一方で、何
も話せない、何もできない
状態で、胃瘻から栄養剤を
注入する余生をどのように
考えますか。点滴も、何度
も何度も針を刺せば、次第
に血管が痛んで点滴が取れ
なくなります。

▶急変時の対応は大きく 2 つに別れます。1 つ目は心臓
が止まったり、呼吸が止まったときにどこまでどうする
か。2 つ目は元となる病気の治療をどこまで積極的に行
うか。
　1 つ目に関しては①心臓マッサージ②人工呼吸器管理
を含めた気管挿管 ( チューブを喉に入れる ) ③昇圧剤 ( 血
圧をあげる薬 ) 使用があります。心臓マッサージをすれ
ば、生き返る可能性もでますが、代償として肋骨がボロ
ボロに折れてしまいます。また長時間心臓が止まってい
れば、たとえ心臓が再開したとしてもいわゆる植物状態
となる可能性もあります。人工呼吸器は今の日本の法律
では、一度付けてしまえば途中で取り外すことはできま
せん。なので、自分で呼吸できない場合、一生人工呼吸
器を付ける必要があります。
　2 つ目に関しては①慢性腎不全の場合、透析を行うの
かどうか、②貧血が進んでいるときに輸血を行うのかど
うかなどが挙げられます。
　透析を行えば、腎臓の機能は一時的に改善します。し
かし、定期的に病院通院が必要なことや長期の透析によ
る合併症 ( だるさ、痒み、吐き気 ) も起こります。貧血に

対する輸血は、一時的なものであれば効果はありますが、
治らない病気に対しては貧血を止めることができず、い
つまで輸血し続けるのかが問題となってきます。

　これらは 20 年前の医療では、当たり前のように全て
を行っていました。やらないという選択肢はありません
でした。治療を「差し控える」ことは医療における「負け」
をイメージしていたのかもしれません。
　しかし時代は流れ、緩和医療という考え方が広まるに
つれ、また上記を全力で行われた結果の先人たちの経験
を踏まえて、全てが質のいい人生とは言い難いことがわ
かってきました。そこで QOL( クオリティオブライフ )
という人生の長さではなく、人生の質を問われる時代と
なってきました。どれだけ生きたかではなく、どのよう
に生きたかに重きを置かれるようになりました。

　それに伴って上記
の選択は、医療者だ
けで決定するもので
はなく、本人や家族
と相談して決めるこ
ととなりました。そ
れは「絶対の正解」
がないからです。人
生において何を重き
に置くか、人によっ
て異なります。あなたの今までの人生において、最期に
どのような選択をされますか。自分がそのときにならな
いと考えられないと思います。
　しかし、身近な人が急変したときに唐突に主治医から
言われるかもしれません。そのときに大枠でいいので思
いが伝えられるように、ふとしたときに考えてみてくだ
さい。もう一度言います。

あなたは最期にどのような選択をされますか。

食事が自力で取れなくなったときに、どの
ような選択をされますか。

　今回は、なかなか取り扱われることのな
い医療における「最期」のお話を弥栄病院
の北岡力医師に聞きます。

人生の長さではなく、質を問われる時代へ

選択に「絶対の正解」はない
急変時の対応はどうするのか主治医に求め
られたことはありますか。

せんくんへ　　　　　　　　　せんくんがうまれてからはじめてとおくでくらすね。多分大阪にいったらせんくんに毎日ラインしちゃう（笑）今だから言うけど、毎日せんくんの笑顔と、「おかえり、ねー！」の声に元気をもらいます。あと半年ぐらいだけど、また２人でお母さんにナイショでどっかいこっか♡　せんくんのフォンダンショコラ、めっちゃおいしかったよ。                                　　　　　　               希帆

ねーへ　　　　　　　　　   

4 月から大阪だね。もうすぐ

おわかれやん。ねーに色々

いらんことされたわ。でも

なーぁ。ねーのおかげでフォ

ンダンショコラ作れるように

なったわ。それ感謝！でもな

んだかんだゆーたけど本間

はおってほしいな。                                          

　　            　 　　     千翔



文化
丹後
de

ぶんか TOPICS

ぶんかでたんご

　数えで 36 歳の男性が、区内
の家々を回って太鼓を打ち鳴ら
し、無病息災や家内安全を祈願
する伝統行事「浅茂川節分太鼓」
が２月３日、浅茂川区（網野町）
で行われました。
　午前7時、浅茂川区民会館前
で出発式が行われ、三浦到連合
区長が「皆さんの力強い太鼓で
地域の厄を払い、区民の皆さん
が幸せに過ごせるよう頑張って
ください」と激励。威勢良く初

打ちを行った後、地域を巡回し、
1日かけて約100 軒を訪問しま
した。
　浅茂川保育所では、園児たち
の前で「どっこい、どっこい」「よー
うつ、よーうつ」の掛け声と共
に迫力のばちさばきを披露。園
児も一緒になって声を出し、盛
り上がっていました。
　今年は、昭和 55年生まれの
同年組織「みごろ会」の５人が
太鼓を担当しました。

浅茂川区の伝統行事

節分太鼓で無病息災祈願

上／浅茂川保育所で迫力のバチ
さばきを披露するメンバー。演奏
後は鬼の面を被って登場し、子ど
もたちは豆まきを行った　
右／事業所や民家を訪問し、玄
関先で、元気な掛け声と共に勇壮
な太鼓の音を響かせるメンバー

墨
の
濃
淡
と
技
法
で

浮
か
び
上
が
る
色
彩

水
墨
画

吉岡　新
し ん

八
ぱ ち

 さん（68）

弥栄町等楽寺在住。昨年春には、
自宅の蔵の壁にペンキで巨大な水
墨画を描いた吉岡さん。「今後はふ
すま絵にも挑戦してみたい」と笑
顔で話していました。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
文
化
活
動
で
人
生
を
楽
し
む

皆
さ
ん
に
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ぶ
ん
か
手
帳 

＃
16

松に朝日が差し込む様子を描いた作品
「老

ろ う

松
しょう

の木
こ

洩
も

れ陽」（縦 116.7㌢・横
90.9㌢）

　
水
墨
画
は
、
墨
の
濃
淡
や
か
す

れ
、
に
じ
み
、
ぼ
か
し
な
ど
の
技

法
を
用
い
て
、
明
暗
や
遠
近
感
を

表
現
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
描

写
し
ま
す
。
筆
を
紙
に
対
し
て
垂

直
に
立
て
て
描
く
「
直
筆
法
」
や
、

筆
を
倒
し
、
穂
の
腹
部
を
用
い
て

面
を
描
く
「
側
筆
法
」
な
ど
、
基

礎
と
な
る
技
法
が
い
く
つ
か
あ

り
、
こ
れ
ら
を
一
つ
ず
つ
身
に
付

け
る
こ
と
で
、
誰
で
も
比
較
的
簡

単
に
描
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

制
作
の
際
は
、
水
墨
画
の
味
で

あ
る
「
に
じ
み
」
や
「
ぼ
か
し
」

を
表
現
す
る
た
め
、
霧
吹
き
で
紙

を
濡
ら
し
て
色
を
入
れ
る
作
業
を

何
度
も
繰
り
返
し
ま
す
。
毎
回
同

じ
よ
う
に
色
が
出
ず
失
敗
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、と
き
に
は
思
っ

た
よ
り
良
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、

墨
絵
の
醍
醐
味
を
味
わ
え
ま
す
。

題
材
は
主
に
京
丹
後
の
風
景
と
し

て
い
ま
す
が
、
た
だ
描
写
す
る
の

で
は
な
く
、
ま
ず
は

自
分
の
心
に
落
と
し

込
み
、
そ
の
風
景
の

一
番
良
い
状
態
を
想

像
し
て
構
図
な
ど
を

考
え
て
い
ま
す
。

　

私
が
水
墨
画
を
始

め
た
の
は
20
年
ほ
ど

前
。
京
丹
後
出
身
の

水
墨
画
家
の
方
が
開

い
た
作
品
展
に
行
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。
墨
一
色
で
あ
ら
ゆ
る

も
の
を
表
現
す
る
奥
深
さ
と
見

る
人
の
想
像
力
を
掻
き
立
て
る

作
品
に
感
動
し
、
さ
っ
そ
く
教

室
に
通
い
始
め
ま
し
た
。
現
在

は
、
弥
栄
水
墨
画
サ
ー
ク
ル
に
所

属
し
、
14
人
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒

に
展
覧
会
な
ど
に
向
け
て
楽
し
み

な
が
ら
制
作
し
て
い
ま
す
。

　
「
墨
は
五
彩
を
兼
ね
る
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
優
れ
た

作
品
は
色
彩
が
浮
か
び
上
が
っ
て

見
え
ま
す
。
ま
た
、
余
白
を
残
す

こ
と
で
多
く
の
も
の
を
想
像
さ
せ

る
な
ど
、
見
る
人
を
飽
き
さ
せ
な

い
独
特
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　

作
品
に
は
描
き
手
の
人
柄
や

精
神
が
は
っ
き
り
と
表
れ
ま
す
。

今
後
も
自
分
の
個い

性ろ

を
大
切
に

し
、
制
作
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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吉岡 拓
たく

人
と

ちゃん（男の子）
１月生まれ・2,488㌘
母：彩さん　父：直行さん

下司 芙
ふ

結
ゆ

子
こ

ちゃん（女の子）
１月生まれ・3,288㌘
母：美紗さん　父：純也さん

池口 怜
れ

奈
な

ちゃん（女の子）
１月生まれ・2,836㌘
母：美希さん　父：裕己さん

生まれてきてくれてありがとう
　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃんの誕生を喜ぶご家族の
姿を紹介します。ご応募いただいた全ての方を掲載しています。
どしどしご応募ください。
　詳しくは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで （☎ 69-0110）                                        

金
かね

羽
は

 玲
れ

奈
な

ちゃん（女の子）
１月生まれ・3,076㌘
母：菜穂さん　父：潤さん

（弥栄町堤）

山添 大
ひろ

翔
と

ちゃん（男の子）
１月生まれ・2,750㌘
母：淳

じゅん

子
こ

さん　父：宏明さん（網野町網野）

（峰山町杉谷）
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　山陰近畿自動車道（宮津市－鳥取市）野田川大宮道
路の「第 14トンネル（仮称）」の貫通式が１月 28日、
与謝野町のトンネル坑内で行われ、関係者や地元住民
ら約 160人が出席して貫通を祝いました。このトンネ
ルは与謝野町から京丹後市までの延長 1,964㍍で、平
成 28年３月に完成を予定しています。
　式典では、貫通したことを確認する「貫通発破」が
行われ、府道路公社の神敏郎理事長ら３人がスイッチ
を押すと、工事に使うダイナマイトの爆発音を模した
音が鳴り響きました。このほか、貫通点のお清めや通
り初め、樽神輿なども行われました。
　野田川大宮道路は、宮津市須津から大宮町森本まで
の約 4.3㌔で、府が平成 17年４月に着工。平成 28年
度中の開通を目指して整備が進められています。

  「第１４トンネル」で貫通式
延長 1964㍍  平成 28 年３月に完成予定

◀
セ
レ
モ
ニ
ー
で
貫
通
を
祝
う
関
係
者
ら

　
円え

ん

頓ど
ん

寺じ

は
、
久
美
浜
町
円
頓

寺
に
所
在
し
ま
す
。
円
頓
寺
に

は
、ご
本
尊
の
薬や

く

師し

三さ
ん

尊ぞ
ん

像ぞ
う（
重

要
文
化
財
）、
熊く

ま

野の

十じ
ゅ
う

二に

社し
ゃ

権ご
ん

現げ
ん

懸か
け

仏ぼ
と
け

・
銅ど

う

製せ
い

経き
ょ
う

筒づ
つ

・
惣そ

う

門も
ん

再さ
い

興こ
う

勧か
ん

進じ
ん

状じ
ょ
う

（
京
都
府
指
定
文

化
財
）
な
ど
多
く
の
文
化
財
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
惣
門
再
興
勧
進
状
に
は
、
鬼

を
退
治
し
た
用よ

う

明め
い

天て
ん

皇の
う

の
皇
子

が
薬
師
如
来
像
を
安
置
し
て
お

寺
が
始
ま
っ
た
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。現
在
は
仁
王
門
と
本
堂・

庫く

裏り

な
ど
を
残
す
の
み
で
す

が
、
も
と
は
周
辺
に
た
く
さ
ん

の
坊
が
立
ち
並
ぶ
大
き
な
お
寺

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

仁
王
門
は
桁
行
６・
５
㍍
、

梁
間
４・
５
㍍
を
測
る
入い

り

母も

屋や

造づ
く
り

、
茅か

や

葺ぶ
き

（
鋼
板
で
覆
い
保
護

し
て
い
ま
す
）
の
門
で
す
。
門

を
支
え
る
柱
は
礎そ

石せ
き

の
上
に
立

っ
て
い
ま
す
。
門
の
両
側
に
は

鎌
倉
時
代
に
造
ら
れ
た
金
剛
力

士
像
が
立
っ
て
い
ま
す
。

　
建
物
の
飾
り
の
様
子
や
享き

ょ
う

保ほ
う

７
（
１
７
２
２
）
年
10
月
の
棟む

な

札ふ
だ

が
残
る
こ
と
か
ら
、
仁
王
門

は
こ
の
年
に
造
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
建
築
年
代
が
明
ら
か
で
あ
る

と
と
も
に
、
市
内
に
残
る
数
少

な
い
仁
王
門
で
あ
る
点
が
評
価

さ
れ
、
本
堂
と
と
も
に
平
成
３

年
７
月
15
日
付
け
で
久
美
浜
町

指
定
文
化
財
（
建
造
物
）
に
指

定
、
平
成
16
年
の
京
丹
後
市
発

足
に
伴
い
市
指
定
文
化
財
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
　
（
文
化
財
保
護
課
）

京
丹
後
市
の
文
化
財 

107

円
頓
寺
仁
王
門

市内に残る数少ない仁王門

円頓寺

比治山トンネル

小桑公民館

卍極楽寺

卍長円寺

312

482

668

20

至 峰山→

至 但東↓

↑至 浜詰方面

久美浜町野中

円頓寺仁王門

大宮道路
野 田 川

　京丹後市にゆかりや愛着を持つ市外在住者で構成す
る「京丹後ふるさと応援団」の交流会を２月７日、京
都市内のホテルで開催しました。
　7回目となる今回は、「京丹後ふるさと交流会」と題し、
団員のほか京丹後ゆかりの方々も参加。計81人が交流
を深めました。中山市長の開会挨拶に続き、市の観光
施策の紹介や東京丹後人会の青田久美子さんによるス
ピーチ、特産品抽選会などを実施。参加者たちは、京
丹後への思いや活動内容などを話の種に歓談し、〝ふる
さと京丹後″の発展に向けて意見を交わしていました。
　京丹後ふるさと応援団は、市外在住者の人脈や知識、
提言をまちづくりに生かすとともに、全国に市の魅力
を発信するため、平成19年に発足。平成27年１月末
現在、322人の団員が活動しています。

“ふるさと京丹後”発展に向け意見交換
第 7 回「京丹後ふるさと応援団交流会」を開催

◀
歓
談
し
交
流
を
深
め
る
出
席
者

32

リ
ジ
ナ
ル
新
商
品
の
取
組
み
を
実
施

す
る
た
め
の
不
足
額
を
補
い
、
自
立
・

継
続
し
て
よ
り
一
層
事
業
を
発
展
さ

せ
よ
う
と
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
挑

戦
さ
れ
た
と
お
聞
き
し
ま
す
。
例
え

ば
、「
￥
３
０
０
０
の
支
援
で
受
け
取

る
引
換
券
＝
自
社
製
造
の
９
０
０
円

相
当
の
詰
め
合
わ
せ
ギ
フ
ト
」
か
ら

「
￥
３
０
０
０
０
の
支
援
で
受
け
取
る

引
換
券
＝
同
じ
く
３
０
０
０
円
相
当

の
詰
め
合
わ
せ
ギ
フ
ト
＋
５
０
０
０

円
相
当
の
商
品
券
」（
以
上
、
共
通
し

て「
く
り
く
り
通
信
」の
お
届
け
付
き
）

ま
で
、
引
換
券
を
工
夫
さ
れ
て
考
案

さ
れ
、
こ
れ
に
短
期
間
で
67
人
の
市

内
外
の
有
志
の
方
々
が
応
じ
ら
れ
、

目
標
を
上
回
る
額
（
54
万
円
）
の
調

達
に
成
功
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
、「
く
り
く
り
」
の
従
業
員
、

各
事
業
所
で
製
品
づ
く
り
に
勤
し
ま

れ
る
方
は
じ
め
全
て
の
関
係
者
の
皆

さ
ん
の
開
店
以
来
の
真
剣
な
ご
尽
力

の
賜
物
で
あ
り
、
こ
れ
に
惹
き
寄
せ

ら
れ
る
よ
う
に
、
限
り
の
な
い
可
能

性
を
自
ら
開
拓
さ
れ
て
い
く
“
チ
ャ

レ
ン
ジ
ス
ピ
リ
ッ
ト
あ
ふ
れ
る
ホ
ッ

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
”
の
実
現
へ
と
多
く

の
人
の
協
働
の
「
和
」
が
広
が
っ
て

お
ら
れ
る
こ
と
に
、
心
か
ら
素
晴
ら

し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
「
個
性
的
で
才
能
豊
か
な
魅
力
あ
る

商
品
に
あ

ふ
れ
る
お

店
」
を
キ

ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の

一
角
に
売
り
出
せ
る
“
ま
ち
の
ホ
ッ
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
”
と
ま
す
ま
す
な
っ
て

い
か
れ
る
御
状
況
を
心
か
ら
応
援
し

て
い
ま
す
。「
く
り
く
り
」
の
ご
発
展

が
、
障
害
の
あ
る
な
し
に
全
く
か
か

わ
ら
ず
、
互
い
の
喜
び
や
感
謝
を
交

換
し
合
い
、
互
い
に
尊
び
あ
い
支
え

合
う
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
真
の
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
貴
重
な
一
歩

に
な
っ
て
い
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
外
の
た
く
さ
ん
の
皆
様
に
ご

来
店
い
た
だ
き
、「
く
り
く
り
」
の
ご

事
業
が
末
永
く
実
り
多
く
ご
繁
栄
さ

れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
ま
す
。

京
丹
後
市
長　
中
山　
泰

　
こ
の
た
び
、
京
丹
後
市
内
で
障
害
者

事
業
所
製
品
を
販
売
さ
れ
る
４
つ
の

法
人
に
よ
り
市
内
の
中
心
的
商
業
施

設
マ
イ
ン
に
お
い
て
開
設
・
運
営
さ
れ

て
い
る
製
品
販
売
シ
ョ
ッ
プ
「
く
り

く
り
」
が
、
昨
年
12
月
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
事
業
資
金
（
50
万

円
）
募
集

の
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
・

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
開
始
さ
れ
、先
般
（
２
月
８
日
）

見
事
、
成
功
さ
れ
ま
し
た
。
私
自
身

は
行
政
の
場
で
側
聞
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
限
り
の
立
場
で
す
が
、
率
直
に
、

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

と
は
、
社
会
性
の
高
い
又
は
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
事
業
に
取
り
組
も
う
と

す
る
方
が
、
そ
の
夢
を
実
現
す
る
た

め
の
資
金
を
集
め
る
た
め
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
工
夫
さ
れ
た
引
換
券

を
特
典
に
一
定
の
資
金
調
達
を
行
う

仕
組
み
で
、
現
在
、
広
く
様
々
な
事

業
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
、

「
く
り
く
り
」
様
に
お
か
れ
て
は
、
オ

ク
リ
エ
イ
ト
シ
ョ
ッ
プ「
く
り
く
り
」の
夢
実
現
へ

 

多
く
の
人
の「
和
」が
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
ま
す！

約400点の製品が並ぶ店内の様子（マイン２
階で）

　山陰海岸ジオパーク推進協議会は、海の見所や暮らし、遊覧
船等の体験など、海の持つ魅力を地図上に表した「山陰海岸ジ
オパークマリンコースマップ」の作成を進めています。
　本市のコースは、「立岩・経ヶ岬コース」「夕日ヶ浦・琴引浜コー
ス」「久美浜コース」の３コースで、市域海岸線を全て網羅。完
成は３月中を予定しており、道の駅てんきてんき丹後などで配
架するほか、道の駅てんきてんき丹後、八丁浜シーサイドパーク、
アメニティー久美浜公園にマップの看板を設置する予定です。
　ぜひ、マップを手にとって足を運んでいただき、本市のすば
らしい海を体感してください！（観光振興課）

山陰海岸ジオパークマリンコースマップを
作成しています

山陰海岸ジオパーク 立岩・経ヶ岬マリンコース（イメージ）



3月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31 4/1 2 3 4今月のおすすめ

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

　出版のための紙を製造してい
る、日本製紙石巻工場。2011年
3 月 11日、津波に呑みこまれ、

その機能は完全に停止した。絶望的な
状況の中、「工場が止まると日本の出版
は終わる…半年後に機械を動かす」と
宣言し実現させた、従業員たちの闘い
の記録。

　女
おんな

の子
こ

が生
う

まれたとき、初
はじ

めて灯
とも

されたろうそく。家
か

族
ぞく

のたいせつな
夜
よる

には、いつもろうそくのあかりが
あった。家

か

族
ぞく

を見
み

守
まも

り続
つづ

けたろうそ
くは、やがて溶

と

けて小
ちい

さくなってい
った。ろうそくのあかりのぬくもり
が、「いのち」の喜

よろこ

びを静
しず

かに伝
つた

えて
くれます。

◉ あかり 林 木林／文　岡田 千晶／絵
光村教育図書

◉ 紙つなげ ! 彼らが本の紙を造っている 佐々 涼子／著
早川書房再生・日本製紙石巻工場

　市消防団は２月５日、一般社団法
人日本損害保険協会から軽消防自動
車の寄贈を受けました。
　この寄贈は、社会公共的な観点か
ら、地域の防災力を高めようと、同
協会が 1952 年から実施しているも
の。今年度、本市に寄贈されました。
　軽消防自動車は、デッキタイプの

一般社団法人損害保険協会、
　　　　　　市消防団に軽消防車を寄贈

　

京都府丹後文化会館　インフォメーション

３/24（火）

 京都府丹後文化会館 ☎ 62-5200

前売券
発売中

主催／（公財）京都府丹後文化事業団・京都府
後援／京丹後市教育委員会 　協力／㈱ダンスオブハーツエデュケーション

 開演 18：00（開場：18：30）
 京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
 丹後の小・中・高生がミュージカルを通して

　 生きる素晴らしさを伝えます。
 500 円（一律）※３歳以上有料

平成 26 年度　文化庁　地域発・文化芸術創造発信イニシアチブ
京都府次世代文化継承・発展事業

TEN・NYOの贈り物
丹後ミュージカル

　「ささえ合いながらともに生きる」特設コーナーを開設

こころといのちつなぐ一冊
　峰山・あみの図書館では、３月の「自
殺対策強化月間」に合わせて「ささえ
合いながらともに生きる」特設コーナ
ーを開設します（写真・あみの図書館）。
　本との出会いは、あなたの心に生き
る「ヒント」や「ちから」を与え、あ
なたの大切な人の「こころのＳＯＳ」

に気づくきっかけになります。誰しも、こころが疲れたり、
生きることがつらくなるときがあります。図書館には、そ
んなあなたを癒し、ささえてくれるたくさんの本がありま
すので、ぜひご覧ください。相談窓口を掲載したパンフレ
ットなども設置しますので、ご自由にお持ち帰りください。

　丹後図書室で「立春おはなし会」

歌って遊ぶ“わらべうた”楽しむ
　丹後図書室で２月
１日、「立春おはなし
会」“わらべうたであ
そぼう”を開催しま
した。参加した親子
など 35 人は、歌を
歌ったり、「おしくら
まんじゅう」や「な
べなべそこぬけ」の歌に合わせ身体を動かしたりして、
わらべうたを楽しみました。
　最後には、にわとりの鳴きまねをするおもちゃ「ととけ
っこう」を作りました。

歌に合わせて身体を動かす参加者

共同募金へのご協力ありが
とうございました
　平成 26 年度共同募金運動（赤い羽
根募金）および歳末たすけあい募金へ
のご協力ありがとうございました。
　皆さんからお寄せいただいた赤い羽
根募金は、府内福祉施設の整備や地域
福祉事業などに使われます。また、歳
末たすけあい募金は、支援を必要とす
る人たちが地域で安心して暮らすこと
ができるよう、特にお困りの方に配分
させていただきました。

◉赤い羽根募金 　9,113,259 円
◉歳末たすけあい募金
　                     7,544,117 円

【平成 27 年 1 月末現在】

　今回、軽消防自動車を網野第
２分団第３部に配備していただ
き、ありがとうございます。受
納式後に最新のポンプを操作し
た団員は、操作に対する反応の
速さや放水能力の高さに感嘆の
声を上げていました。
　我々消防団員の使命は、地域
住民の生命、身体及び財産を火
災や災害から守ることです。
　操作する全団員が新しい軽
消防自動車に一日も早く慣れ、
万一の有事の際に小型車両の機
動性を生かした迅速、的確な消
防活動ができるよう訓練に励み
ます。また、この車両を活用し、
予防活動としてのパトロールを
重点的に行います。

網野第２分団第３部

山下 琢 部長の決意

４人乗り、４輪駆動の３速オートマ
チック車。最新式のＢ－２級小型動
力ポンプ、赤色回転灯などを搭載し、
緊急自動車として承認を受けた車両
です。
　寄贈された軽消防自動車は、網野
第２分団第３部（網野町下岡）へ配
備しました。

調
印
式
で
握
手
を
交
わ
す
、
N
P
O

法
人
安
芸
高
田
市
国
際
交
流
協
会

の
末
田
博
信
会
長
（
右
）
と
京
丹
後

市
国
際
交
流
協
会
の
藤
村
益
弘
会
長

（
京
丹
後
市
役
所
で
）

京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

　
市
国
際
交
流
協
会
は
２
月
９
日
、
広
島

県
安
芸
高
田
市
国
際
交
流
協
会
と
「
防
災

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。
協
定
に
は
、
災
害
発
生
時
に
外
国

人
へ
の
多
言
語
で
の
情
報
提
供
の
際
に
必

要
と
な
る
翻
訳
作
業
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し

合
う
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
、
普
段
、
日
本
語
の
会
話

が
で
き
る
外
国
人
で
も
理
解
し
に
く
い「
家

屋
倒
壊
」「
安
否
確
認
」
な
ど
の
言
葉
が
飛

び
交
い
ま
す
。
外
国
人
を
災
害
時
の
情
報

弱
者
と
し
な
い
た
め
に
、
両
市
の
在
住
外

国
人
へ
の
防
災
教
育
に
努
め
る
と
と
も
に
、

理
解
し
に
く
い
言
葉
な
ど
、
課
題
を
共
有

し
て
い
き
ま
す
。

安芸高田市国際交流協会と
「防災パートナーシップ協定」締結

nav i nav inav inav inav i nav inav i

▲京都損保会馬場孝夫会長から目録を受け
取る道家徹司団長

▲取扱説明を受ける網野第２分団第３部
の団員たち

　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正解者
の中から抽選で 5 人に図書カード 500 円分をプレゼント！

◆応募方法 ･･･はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や
文字）②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報紙の
感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなどをご記入の上、秘
書広報広聴課まで（宛先は裏表紙を参照）。なお、お寄せいただ
いた感想やイラストは広報紙に掲載することがあります。※⑥の
項目も忘れずにご記入ください。
◆応募締切 ･･･3 月 13 日（金）当日消印有効。当選者の発表は
4 月号のこのコーナーで。
◆1月号の答え ･･･問１：花　問２：九　問３：ゲートボール
◆１月号当選者 ･･･吉岡宏惠さん（峰山町）、松田晃史朗さ
ん（峰山町）、仲村幸子さん（久美浜町）、長砂さち代さん（峰
山町）、堀英子さん（大宮町）　応募総数 47 人／全員正解
◆２月号の答え ･･･問１：シルク　問２：100　問３：笑顔士
◆２月号当選者 ･･･藤本恵美子さん（久美浜町）、今井善四郎
さん（網野町）、木村絹子さん（網野町）、金久八重子さん（弥
栄町）、岡本正子さん（網野町）　応募総数 36 人／全員正解
たくさんのご応募ありがとうございました。

問１ 今月号の表紙は丹後町岡成地区の奇祭「○○打ち」
問 2 河村たかし○○○市長が講演
問３ 第７回「京丹後○○○○応援団」の交流会を開催

広報クイズ
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人口・世帯数
男　	 28,133人	（－17）
女　	 30,318人	（－46）
計	 　58,451人	（－63）
世帯数	　22,673世帯	（－5）
2月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳（外国人含む）による。

▼
広
報
き
ょ
う
た
ん
ご
10
月
号

（
昨
年
９
月
25
日
発
行
）
が
、
京

都
府
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
知
事

賞
（
最
優
秀
賞
）
を
受
賞
し
ま

し
た
。
２
年
連
続
、
こ
こ
５
年

間
で
４
回
目
の
知
事
賞
受
賞
で

す
▼
こ
う
し
た
賞
が
い
た
だ
け

る
の
も
、
日

頃
か
ら
取
材

に
協
力
し
て

く
だ
さ
る
皆

さ
ん
の
お
か

げ
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら

も
、
担
当
職

員
一
丸
と
な
っ
て
、
見
や
す
く

て
分
か
り
や
す
い
、
そ
し
て
京

丹
後
の
い
い
と
こ
ろ
を
少
し
で

も
知
っ
て
も
ら
え
る
広
報
紙
を

作
っ
て
い
き
ま
す
▼
広
報
マ
ン

は
神
出
鬼
没
。
ど
こ
に
で
も
行
き

ま
す
。
お
声
か
け
し
た
際
に
は
、

ぜ
ひ
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す　
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若さあふれるひと・地域のよさを発見してくれる人・ひとつのことに夢中に打ち込むヒト

若者・よそ者・ばか者がまちをかえる

ＦＭたんご ネット放送開始

人
と
の
絆
か
ら

　
最
良
の
音
を
奏
で
る

　
Ｆ
Ｍ
た
ん
ご
で
ラ
ジ
オ
放
送
に
携
わ
る
中
西
さ
ん
。

物
静
か
な
人
柄
だ
が
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
を
使
っ
て

音
を
作
り
、
有
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
携
わ
っ
て
き
た
一

面
を
持
つ
。
中
西
さ
ん
に
、
ど
ん
な
音
で
も
奏
で
ら

れ
る
と
い
う
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
魅
力
を
尋
ね
た
。

              

♦　
　
♦　
　
♦

　
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
に
出
会
っ
た
の
は
、
小
学
生
の
こ

ろ
に
見
た
テ
レ
ビ
番
組
。〝
小
さ
な
ピ
ア
ノ
”
に
見
え

る
の
に
、
鍵
盤
を
た
た
く
と
ギ
タ
ー
や
ド
ラ
ム
、
雷
や

風
の
音
ま
で
流
れ
て
お
り
、
衝
撃
的
だ
っ
た
と
い
う
。

機
材
は
高
価
で
手
が
出
な
か
っ
た
が
「
カ
タ
ロ
グ
を
眺

め
、
専
門
書
ま
で
買
っ
て
読
み
込
む
こ
と
で
〝
使
っ
て

い
る
”
気
分
に
ひ
た
っ
て
い
た
」
と
笑
う
。
そ
し
て
、

高
校
時
代
に
、よ
う
や
く
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
〝
事
前
学
習
”
が
功
を
奏
し
、
さ
っ
そ
く
音
作
り
や

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
没
頭
。
将
来
は
、
シ
ン
セ
サ
イ

ザ
ー
を
使
っ
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
求
め
る
楽
器
の
音
や

音
階
、
自
然
音
な
ど
を
作
り
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
ど

に
携
わ
る
「
シ
ン
セ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」
を
夢
見
た
。

　
大
学
卒
業
後
、
上
京
し
て
、
運
よ
く
プ
ロ
の
シ
ン
セ

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
師
事
で
き
た
。し
か
し
、レ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
の
独
特
の
雰
囲
気
に
の
ま
れ
、
緊
張
の
あ
ま
り
ミ

ス
を
連
発
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
師
匠
と
十
分
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
く
な
っ
て
い
き
、ま
た
、

師
匠
か
ら
の
不
条
理
な
言
動
に
だ
ん
だ
ん
と
心
が
折

れ
、
悪
循
環
に
陥
っ
て
結
局
解
雇
さ
れ
た
。

　
「
せ
っ
か
く
の
チ
ャ
ン
ス
を
無
駄
に
し
た
」
と
悔
や

ん
で
い
た
矢
先
、
有
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
「
Ｔチ

ュ

ー

ブ

Ｕ
Ｂ
Ｅ
」

の
ツ
ア
ー
前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
事
の

依
頼
が
入
っ
た
。
千
載
一
遇
の
機
会
だ
が
「
自
分
の
失

敗
で
演
奏
を
台
無
し
に
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
」

と
足
が
す
く
ん
だ
。
し
か
し
「
こ
れ
を
や
ら
な
い
と
、

一
生
成
長
で
き
な
い
」
と
、意
を
決
し
た
。
約
10
日
間
、

メ
ン
バ
ー
と
み
っ
ち
り
付
き
合
い
、
意
見
を
交
わ
し
な

が
ら
ラ
イ
ブ
で
演
奏
す
る
曲
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
っ
た
。

結
果
、
メ
ン
バ
ー
や
関
係
者
か
ら
高
い
評
価
や
励
ま
し

の
言
葉
を
掛
け
ら
れ
、
自
信
が
つ
い
た
。
こ
れ
を
機
に

「
松
山
千
春
」「
ゆ
ず
」「
か
ぐ
や
姫
」な
ど
名
だ
た
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
従
事
し
た
。

　
音
を
作
る
際
に
一
番
気
を
付
け
る
の
は
、〝
空
気
感
”。

「
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
は
、
ど
ん
な
音
で
も
作
れ
る
し
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
す
れ
ば
私
一
人
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
で
き

る
。
た
だ
、
奏
者
の
感
情
や
思
い
を
無
視
し
て
譜
面
通

り
に
作
る
と
、全
く
味
の
な
い
演
奏
に
な
る
」
と
い
う
。

「
音
作
り
は
、
楽
器
の
特
徴
に
加
え
、
奏
者
の
演
奏
法

や
空
気
感
、
テ
ン
シ
ョ
ン
ま
で
気
を
配
る
こ
と
が
必
要

で
、時
に
は
リ
ズ
ム
や
音
を
あ
え
て
外
す
こ
と
も
あ
る
」

と
話
し
、
奏
者
が
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
す
る
際
に
は
、
間

近
で
演
奏
を
注
視
し
、
奏
で
る
音
を
研
究
し
た
。

　

中
西
さ
ん
は
６
年
前
、「
こ
の
仕
事
を
続
け
つ
つ
、

丹
後
に
帰
っ
て
経
験
を
生
か
し
た
い
」
と
帰
郷
。
同
時

期
に
行
わ
れ
て
い
た
Ｆ
Ｍ
た
ん
ご
の
開
局
準
備
に
立
ち

合
い
、
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
。
現
在
は
、
Ｆ
Ｍ
た
ん
ご

の
各
番
組
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
曲
や
時
報
な
ど
を
手
掛

け
る
傍
ら
、
地
元
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
音
楽
関
係
者

か
ら
依
頼
を
受
け
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
曲
の
ア
レ
ン

ジ
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
Ｆ
Ｍ
た
ん
ご
で
は
、
情
報
を
伝
え
る
と
い
う
役
割

を
担
い
つ
つ
、
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
地
元
の
人
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
作
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
、「
自
分
の
手
掛
け
る
音
楽
が
、
そ
の
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
な
お
う
れ
し
い
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

　
人
と
人
と
の
調
和
を
大
切
に
し
な
が
ら
奏
で
る

　
　
中
西
さ
ん
の
〝
音
”
に
こ
れ
か
ら
も
注
目
だ
―

パ
ソ
コ
ン
画
面
を
見
な
が
ら
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー

の
鍵
盤
を
た
た
き
、
曲
作
り
に
励
む
中
西
さ
ん

中 西　進さん（45）峰山町長岡

シンセサイザーの使い手
FMたんご 局長代理

パソコンやスマートフォンからＦＭたんごのラジオ
放送を聞くことができます。詳しくは、ＦＭたんご
ホームページ【fm-tango.jp/】でご確認ください。


